
薩摩川内市公告第６３３号  
 
 下記の建設工事について次のとおり総合評価落札方式（特別簡易型）一般競争

入札を行うので、薩摩川内市契約規則（平成１６年薩摩川内市規則第７２号）第

３条の規定に基づき公告する。  
 
  令和８年９月３０日  
 

薩摩川内市長   田  中  良  二  
 

記  
 
１  入札に付する事項  

⑴   工事番号  
    第２０２６００４６４２号  

⑵   発注工事種別  
舗装工事  

⑶   工事名  
電源立地地域対策補助金事業  薩摩川内市総合運動公園陸上競技場改修工

事  
⑷   工事場所  
  薩摩川内市運動公園町地内  
⑸   工事概要  

   全天候舗装工  Ａ＝２，９１６ｍ 2 

附帯施設工  一式  

⑹   工期  
１１０日間  

⑺   入札書比較価格（予定価格に１１０分の１００を乗じて得た価格）  
７８，９８５，０００円  

⑻  本工事は、表彰実績、工事実績等に関する技術資料を受け付け、価格以外

の要素と価格を総合的に評価して落札者を決定する総合評価落札方式（特別

簡易型）を適用した工事である。  
⑼  本工事において、競争参加資格確認申請書及び入札書を提出する際は、か

ごしま県市町村電子入札システムにより行うこと。なお、電子入札の取扱い

は、この公告に定めるもののほか、薩摩川内市電子入札運用規約による。  
 
２  入札に参加する者に必要な資格  

⑴  地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該

当しない者であること。  

⑵  建設業法（昭和２４年法律第１００号）第３条第１項の規定による許可を

有する者で薩摩川内市入札参加資格業者名簿に登録されていること。  



⑶  建設業法第２８条第３項の規定による営業停止の期間中でないこと。  

⑷  市が公告の際に提示した条件等に適合していること。  

⑸  対象工事に建設業法第２６条による主任技術者、監理技術者等を適正に配

置することができること。  

⑹  公告から入札時までの期間において、薩摩川内市建設工事等有資格業者の

指名停止に関する要綱（令和３年薩摩川内市訓令第２号）の規定に基づく指

名停止を受けていないこと。  

⑺  手形交換所による取引停止処分又は主要取引先からの取引停止等の事実が

ないこと。  

⑻  会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続の決定を受け

て い る 者 若 し く は 更 生 手 続 開 始 の 申 立 て が な さ れ て い る 者 又 は 民 事 再 生 法

(平 成 １ １ 年 法 律 第２ ２ ５ 号 ） に 基 づ く再 生 手 続 の 決 定 を 受け て い る 者 若 し

くは再生手続開始の申立てがなされている者でないこと。  

  ただし、手続開始の決定後、薩摩川内市長が別に定める手続に基づく薩摩

川内市入札参加資格の再認定を受けた者を除く。  

⑼  本工事に係る設計業務等の受託者又は受託者と資本若しくは人事面におい

て関連がある者でないこと。  

⑽  入札に参加しようとする者の間に資本関係又は人的関係がないこと。  

⑾  薩 摩 川 内 市 の 舗 装 工 事 の 入 札 参 加 資 格 を 有 す る 者 で あ り 、 本 市 の 総 合 点  

１，３００点以上が通知されている者であること。  

⑿  ⑾を満たしている者は、主任技術者に、次のいずれかの資格又は登録証を

有する者を配置すること。  

 ア  建設業法に基づく土木施工管理技士の１級又は２級  

 イ  建設業法に基づく建設機械施工技士の１級又は２級  

 ウ  技術士法に基づく建設・総合技術監理（建設）の登録証を有する者  

⒀  ⑿に加え、現場代理人若しくは主任技術者に舗装施工管理技術者１級又は

２級を有する者を配置すること。  

⒁  ⑸の技術者を配置予定技術者調書に記載し、電子入札システムの競争参加

資格確認申請書に添付すること。  

⒂  ⑾を満たしている者のうち、低入札価格調査による受注制限を受ける者で

ないこと。  

⒃  総合評価落札方式（特別簡易型）に係る技術資料（以下「技術資料」とい

う。）を提出した者であること。  

⒄  その他建設業法等の法令・規則等に違反していないこと。  
  

３  入札に参加する資格の確認  

  入札に参加しようとする者は、２の資格を有することの確認を受けるため、

入札説明書に定める競争参加資格確認申請書と併せて、技術資料を次に掲げる

提出場所、提出時期及び提出方法により提出しなければならない。  
薩摩川内市長は、入札に参加する資格の確認をしたときは、その旨を競争参

加資格確認通知書により通知する。また、入札に参加する資格がないと認めた



ときは、その理由を付して、その旨を競争参加資格確認通知書により通知する。  
⑴   提出部数  

ア  競争参加資格確認申請書（電子入札システムによる）  
イ  配置予定技術者調書（電子入札システムによる）  

ウ  技術資料：紙で２部  
⑵  提出場所  

ア  競争参加資格確認申請書  
 かごしま県市町村電子入札システムにより提出する。  

イ  配置予定技術者調書  

    アに同じ  

ウ  技術資料  

薩摩川内市行政管理部契約検査室  
⑶  提出時期  

ア  競争参加資格確認申請書  
令和８年９月３０日（水）から同年１０月７日（水）午後５時までのそ

れぞれの日のかごしま県市町村電子入札システムの運用時間（土曜日、日

曜日及び休日を除く午前８時３０分から午後８時まで）内とする。  
イ  配置予定技術者調書  

    アに同じ  

ウ  技術資料  

令和８年９月３０日（水）から同年１０月１３日（火）までのそれぞれ

の日（市の休日を除く。）の午前８時３０分から午後５時１５分までとする。 
⑷  提出方法  

ア  競争参加資格確認申請書  
 かごしま県市町村電子入札システムにより提出する。  

イ  配置予定技術者調書  

    アに同じ  

ウ  技術資料  

⑵のウの場所に直接持参により提出すること。  
なお、主な事業所を甑島地域に有する者は、郵送による提出（提出期限

までに必着すること。）を認めるものとする。  
 
４  総合評価に関する事項等  

⑴  技術資料の作成等  
ア  技術資料の作成  

   技術資料は、別途配布する総合評価落札方式（特別簡易型）技術資料申

請書及び総合評価落札方式（特別簡易型）に係る技術資料の作成要領（以

下「作成要領等」という。）に基づき作成するものとする。  
イ  作成要領等の配布期間及び配布場所等  

①  配布期間は３の⑶のウによる。  
②配布場所はかごしま県市町村電子入札システムポータルサイトの入札  



情報サービス（工事・委託）とする。  
ウ  技術資料作成に関する設計図書等の閲覧  

①設計書等の閲覧を行い技術資料作成に資する。  
② 閲 覧 場 所 は か ご し ま 県 市 町 村 電 子 入 札 シ ス テ ム ポ ー タ ル サ イ ト の 入 札 

情報サービス（工事・委託）とする。  
⑵  総合評価の方法  

   提出された技術資料を⑶及び⑷に基づき評価する。  
⑶  評価項目及び評価基準  

   評価項目及び評価基準は別表１によるものとする。  
⑷  評価値の算出方法  

   入札参加資格等を満たす者に対して、標準点（１００点）を与え、さらに

別表 1 の各評価項目について基準に従って評価を行い、０点から１５点まで

の範囲で加算点を加えたものを技術評価点とし、技術評価点を入札価格で除

した値を評価値とする。  
 
   評価値＝技術評価点／入札価格×定数  
      ＝ (標準点＋加算点 )／入札価格×（定数１００，０００，０００）  
       ※小数第４位まで（小数第５位四捨五入）  
    標準点：入札参加資格を満たす者全てに与えられる点数（１００点）  
    加算点：入札参加希望者から提出された技術資料（表彰実績、工事実績

等）を評価し、点数化したもの。  
 
５  設計書等の閲覧  

  本工事に係る設計書、図面及び仕様書は次のとおり閲覧する。  
⑴   閲覧期間  

令和８年９月３０日（水）から同年１０月２０日（火）までのそれぞれの日

のかごしま県市町村電子入札システムの運用時間（土曜日、日曜日及び休日

を除く午前８時３０分から午後８時まで）内とする。  
 ⑵  閲覧場所  
   か ご し ま 県 市 町 村 電 子 入 札 シ ス テ ム ポ ー タ ル サ イ ト の 入 札 情 報 サ ー ビ ス

（工事・委託）  
 
６  入札の方法等  

⑴  入札の方法  
   電子による入札とする。  

⑵  入札書の提出方法  
かごしま県市町村電子入札システムにより提出する。  

⑶  入札書の記載  
   落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の

１０に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、

そ の 端 数 金 額 を 切 り捨 て る も の と す る 。） を も っ て 落 札 金 額と す る た め 、 入



札に参加する者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるかを問わ

ず、見積もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載

すること。  
⑷  入札書の受付期間  

令和８年１０月１４日（水）午前８時３０分から同月２０日（火）午後５時

まで（かごしま県市町村電子入札システムの運用時間（土曜日、日曜日及び

休日を除く午前８時３０分から午後８時まで）内に限る。）  
⑸  開札の日時及び場所  

ア  日時  令和８年１０月２１日（水）  午前９時１０分  
イ  場所  薩摩川内市役所  行政管理部契約検査室  

⑹  電 子 く じ 番 号  

開 札 処 理 に お い て 評価 値 の 最 も 高 い 者 が２ 者 以 上 あ る と き に、シ ス テ ム で

自 動 的 に 落 札 者 を 決 定 す る た め に 使 用 す る 「 く じ 番 号 （ 入 札 者 が 任 意 に 選

定 す る ３ 桁 の 数 字 ）」 を 入 力 （ 登 録 ） する こ と 。  

⑺  工事費内訳書の提出  
ア  工事費内訳書は、必ず入札書に添付すること。ただし、入札書の金

額と一致する必要はなく、参考図書として提出を求めるものであり、入

札及び契約上の権利義務を生じるものではない。  

イ  入 札 書 比 較 価 格 の ９ ２ ％ 未 満 の 額 で 入 札 を 行 う 場 合 は 、 詳 細 な 工 事費

内 訳 書 及 び 工 種 明 細 表 並 び に 最 新 の 技 術 者 名 簿 を 必 ず 入 札 書 に 添 付 す る

こと。  
 ⑻  入札の立会い  
   入札の立会いは不要とする。  

⑼  入札説明書  
ア  入 札 に 参 加 す る た め に 必 要 な 関 係 書 類 そ の 他 入 札 に 関 す る 詳 細 な 事 項

は、入札説明書による。  
イ  入札説明書の交付場所、交付期間  

①交付場所  
かごしま県市町村電子入札システムポータルサイトの入札情報サービス

（工事・委託）  
②  交付期間  

令和８年９月３０日（水）から同年１０月２０日（火）までのそれぞれ

の日のかごしま県市町村電子入札システムの運用時間（土曜日、日曜日及

び休日を除く午前８時３０分から午後８時まで）内とする。  
 
７  現場説明会  

  実施しない。  
 
８  入札保証金及び契約保証金  

⑴  入札保証金  
   免除する。  



⑵  契約保証金  
   落札者は、契約金額の１００分の１０以上の金額を納付しなければならな

い。  
 
９  入札の無効  

  次のいずれかに該当する入札は、無効とする。  
⑴  入札に参加する 資格がない者又は配置予定技術者調書に虚偽の記載をし

た者がしたもの  

⑵  談合その他不正な行為があったと認められるもの  

⑶  指定の日時までに技術資料の提出がなかったもの  

⑷  指定の日時までに入札書の提出がなかったもの  

⑸  工事費内訳書が添付されていないもの  

⑹  入札書の金額が入札書比較価格（税抜き価格）を上回っているもの  
⑺  その他市長があらかじめ指示した事項に違反したもの  

 
10 落札者の決定の方法  

  総合評価落札方式（特別簡易型）の落札者の決定は、次の順序で行う。  
⑴  入札参加者は、価格及び技術資料をもって入札し、入札価格が予定価格以

内で、４の⑷によって得られた評価値が最も高い者を落札者に決定する。  
⑵  ⑴において、評価値の最も高い者が２者以上あるときは、くじにより落札

者を決定する。  
⑶  開札の結果、低入札価格調査を必要とする場合は、落札決定を保留する。 

⑷  低入札価格調査における落札者の決定方法は、次に掲げるところによる

ものとし、落札者を決定したときは、その旨を当該落札候補者及びその他

の入札参加者に通知する。  

ア  低入札価格調査の結果、特に支障がないと認めるときは、落札候補者

（評価値の最も高い者）を落札者に決定する。  

イ  低入札価格調査の結果、落札候補者が詳細な工事費内訳書及び工種明

細表並びに最新の技術者名簿を提出しなかったとき、又は落札者として

適当でないと認める事実があるときは、当該落札候補者は失格とし、入

札価格が予定価格以 内で、当該落札候補者の次に高い評価値の者から順

次新たな落札候補者とし、特に支障がないと認めた者を落札者とする。 

 
11 最低制限価格  

  無し  
 
12 入札に関する事務を担当する部局  

  薩摩川内市行政管理部契約検査室  
   郵便番号８９５－８６５０   

薩摩川内市神田町３番２２号  
    電話番号  ０９９６－２３－５１１１（内線５５３１）  



    ＦＡＸ   ０９９６－２５－３９９０  



　 別表１

( 1.0 点 )

( 0.5 点 )

過去５年間における優秀技術者表彰の有無

　○現在の会社での表彰実績あり ( 1.0 点 )

　○上記以外での表彰実績あり ( 0.5 点 )

　○表彰実績なし ( 0.0 点 )

過去４年間の直近２回の工事成績評定の平均点

　○８７点以上 ( 3.0 点 )

　○対象工種の平均点以上、８７点未満 ( 1.5 点 )

　○対象工種の平均点未満 ( 0.0 点 )

過去１０年間の工事の実績

( 1.0 点 )

( 0.5 点 )

( 0.0 点 )

工事の確実かつ円滑な実施体制としての拠点

　○所在あり ( 0.5 点 )

　○所在なし ( 0.0 点 )

地域への貢献

　○活動実績あり ( 0.8 点 )

　○活動実績なし ( 0.0 点 )

　○活動実績あり ( 0.7 点 )

　○活動実績なし ( 0.0 点 )

③消防団員の雇用の有無

　〇雇用している ( 0.5 点 )

　〇雇用していない ( 0.0 点 )

過去５年間の３５歳未満の雇用実績

　〇雇用実績がある ( 0.5 点 )

　〇雇用実績がない ( 0.0 点 )

過去５年間における優良工事等表彰の有無

　○国（九州内）、県又は本市の表彰あり ( 1.0 点 )

　○表彰実績なし ( 0.0 点 )

過去４年間の工事成績評定の平均点

　○８７点以上 ( 2.0 点 )

　○対象工種の平均点以上、８７点未満 ( 1.0 点 )

　○対象工種の平均点未満 ( 0.0 点 )

過去１０年間の工事の実績

( 3.0 点 )

( 1.5 点 )

( 0.0 点 )

　○３件以上

　令和４年４月１日以降に完成した工事から本件公告日時点における薩
摩川内市工事成績評定点（舗装工事）で直近２回の工事成績評定の平均
点は何点か。

　対象工種の平均点（過去４年間）
　・舗装工事　８５．０点

　旧川内市（川北)、旧川内市（川南）、旧東郷町、旧樋脇町、旧入来町、
旧祁答院町の区分において、本店・支店の所在が、本工事箇所と同地域
内にあるか。（甑島区域については、上甑島、下甑島で区分）

①公共施設等のボランティア活動の実績
①令和７年４月１日から本件公告日前日までに、本市内の公共施設等へ
のボランティア活動を行った実績があるか。

②高齢化が著しい町内でのボランティア活動の実績 ②令和７年４月１日から本件公告日前日までに、薩摩川内市の統計デー
タにある、「町別・年齢人口「年齢分類別地域町別一覧表」（毎年４月１日
現在）」の６５歳以上の者の人口の割合が５０パーセント以上である町内で
ボランティア活動を行った実績があるか。

③本市消防団に所属している社員を現在雇用しているか。

　令和３年４月１日から本件公告日までに３５歳未満の社員を採用し、現在
まで継続して雇用しているか。

令和８年度　総合評価方式（特別簡易型）における評価項目、加算点及び評価基準

　平成２８年４月１日から本件公告日時点における、以下の工事の完成実
績はあるか。

・県内での舗装工事（１，２００万円以上）の元請工事実績（対象：国・県・本
市発注工事）

　○現在の会社での実績あり

　○上記以外での実績あり

【特別簡易型】⑧舗装工事

評価項目及び加算点 評価基準

地域
貢献度

（３点）

企業の
施工能力

（６点）

①令和３年度から令和７年度までに完成した工事（舗装工事）について、
九州地方整備局から優良施工、安全施工等の表彰（局長表彰、事務所長
表彰）を受けた企業であるか。
②令和３年度から令和７年度までに完成した工事（舗装工事）において、
県（土木部、農政部、環境林務部）優良工事等表彰実施要領に基づき優
良工事表彰を受けた企業であるか。
③令和３年度から令和７年度までに完成した工事（舗装工事）において、
薩摩川内市優良建設工事施工企業等表彰実施要綱に基づき優良工事
表彰を受けた企業であるか。

　平成２８年４月１日から本件公告日時点における、以下の工事の完成実
績は何件あるか。

・本市域内での舗装工事（１，２００万円以上）の元請工事実績（対象：国・
県・本市発注工事）

価
格
以
外
の
評
価
項
目

配置予定
技術者の
能力
（６点）

配置予定技術者の資格保有

配置予定技術者が、左記資格を保有しているか。　○１級舗装施工管理技術者

　○２級舗装施工管理技術者

　○実績なし

　○実績なし

　○１件又は２件

①令和３年度から令和７年度までに完成した工事（舗装工事）について、
九州地方整備局から優秀技術者表彰（局長表彰、事務所長表彰）を受け
た技術者であるか。
②令和３年度から令和７年度までに完成した工事（舗装工事）において、
県（土木部、農政部、環境林務部）優良工事等表彰実施要領に基づき優
秀技術者表彰を受けた技術者であるか。
③令和３年度から令和７年度までに完成した工事（舗装工事）において、
薩摩川内市優良建設工事施工企業等表彰実施要綱に基づき優秀技術
者表彰を受けた技術者であるか。

　令和４年９月３０日（公告日の４年前）以降に完成した工事から本件公告
時点における薩摩川内市工事成績評定点（舗装工事）の平均点は何点
か。

　対象工種の平均点（過去４年間）
　・舗装工事　８５．０点


